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一般質問（中核市移行の可能性） 
児童相談所設置の為にも中核市を目指そう                    

 全国の都市はその権限拡大、都市機能の充実

を目指して、「政令市」や「中核市」になるか、

目指す例が一般的になっています。当然、都市

としての「格式」もアップすることになります。 

 ただし、町田市の場合は、そのいずれにも目

指しておらず、一般市に留まる考えを持ってき

ました。そのためで、町田市には児童相談所が

ありませんが、「政令市」、あるいは「中核市」

に昇格することが必須要件となっていること

が、今回の一般質問で再確認できました。 

 
 町田市は子育て先進都市を唱えていますが、

その背景を支える重要な機関である「児童相談

所」を「一般市」であるために持っておらず、

東京都が町田市内に設置する意図もありませ

ん。よって、町田市が予算と人を配置して、「児

童相談所」を自前で運営するのが時代に沿った

施策だと考えています。＊予算の補充として、

「政令市」、あるいは「中核市」に昇格すれば、

「一般市」を上回る水準の地方交付税を受ける

ことが手当てされ、より水準を高めた児童福祉

行政ができると考えます。 
  

庁内イベントは盛況だが費用対効果は？ 
 

 議会の用件で市庁舎内にいた時、町田市が

１Ｆフロアーでイベントを開催していまし

た。立ち寄ってみると、その中では大勢の人

が一時を楽しんでいました。何事も行事・イ

ベントの賑わいは楽しいものですが、果たし

て、多数の行政職員がかかわってそのような

事業をやる必要性があるのという疑問を持た

ずにはおれませんでした。 

 こうした不要な事業の実施は、町田市の行

政に限らず、東京都の事業において顕著にみ

られることです。東京都はその財政力が豊か

なこともあって、各自治体にある町内会や自

治会、もしくは個別商店街の事業に、各自治

体を通じて分配をし、それぞれに税金が消費

されています。 

 近年忘れられた言葉に、行政の簡素化、あ

るいは行政のスリム化という行政改革の観点

があります。行政事業の執行費用や職員の給

与の全てが住民の税金を基本に成り立ってい

ることであり、いかに支出を減らすか、無駄

な事業を整理するか、その視点を行政職員が

持つ必要があると思います。 

 

★ 政党無所属・市議会は保守の会 mail : yoshidaben@gmail.com 
URL http://j-expert.jp/  動画 http://jp.youtube.com/yoshidaben  
編集者 〒194-0011 町田市成瀬が丘 1-14-12サンホワイトＥ103-13吉田つとむ（自宅） 

メール送信 

写真は、研修生と国会図書館を訪問時に撮影 

庁舎イベントに加わった飲食用車両前 
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インターン体験記⑤-2中里 叶夢 
町田市農業関係機関訪問の取材記事 

 町田市農業振興課の石井課長から町田市の

農業振興計画についてお話を伺いました。 

その中では町田市の農場研修事業について

のお話を特に興味深く思いました。近年の農

業では新規就農者、農業従事者の高齢化が大

きな問題として挙げられています。そこで、

新たに農業を始めたい方がより容易に農業に

触れることができるように農業研修農場にお

いて 2 年間の研修プログラムが用意されてい

ます。 

 直接農業経営をしなくても、高齢者の農作

業ボランティアへの参加という道もあるとい

うことで、今後の就農者の増加に期待がかか

ります。私自身普段大学で農作業をしていて

苦労することは多いのですが、実際に自分が

携わることで、普段私たちが口にするものに

対する見方も変化していく上、作物を栽培す

る中で楽しい場面があります。農業や農業ボ

ランティアなど多くの方に少しでも経験して

いただければ嬉しく思います。 

 
玉川大学 2年生 中里 叶夢(第 44期生) 

インターン体験記③石井 七海 
湯島天神の学業祈念参拝も研修体験の一環                 
今回は菅原道真公をまつる湯島天神を参拝

しました。 

 
私が湯島天神を訪れたのは、小学 6 年生の

時の全国小学生かるた選手権大会以来でし

た。惜しいところで負けてしまい、泣いて帰

ったことを覚えています。競技かるたの大会

はお正月の時期だったので、多くの受験生ら

しき人が集まっていたことが印象的でした。 

今回も多くの絵馬が飾られており、そのほ

とんどが受験の合格祈願でした。私も絵馬を

書きました。最初は、希望するゼミに入りた

いとか、就職活動が上手くいくようになど、

自分のことをお願いしようかと考えました

が、受験生の妹の合格祈願をすることにしま

した。絵馬を書き、しっかりお祈りしてきた

ので、きっと上手くいくことでしょう。 湯

島天神は、私が勉強する日本文学の中の泉鏡

花とも関係があることを帰ってから知りまし

た。もっと事前に調べておけばよかったと思

います。 

昭和女子大 2年生 石井 七海(第 44期生) 

★ 吉田つとむのインターンシップは 1998年に開始、町田市役所のインターンシップ受け入れや、中学生の職場体験に先行実施  
★ 大学生・院生を対象に、議員活動に同行することを通じて社会勉強を支援しています。 

インターン希望の方、関心がある方は、ホームページの掲載要旨をご覧の上、ご連絡ください。 


